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　敷地は渋谷再開発地域に隣接し、現在は空き地だが今後道路に

変わることが計画されている。

　再開発は背の高い囲いによりブラックボックス化されているた

めに視認することが難しくなっている。常に街のどこかで工事が

行われている渋谷では再開発は 1つの動きとして人々に認識され

ている。

　開発前に立ち並ぶ中低層建築を解体によって出てくる廃材を転

用しながら再開発を望む物見櫓を作る。この櫓は既存解体が始ま

ると立ち上がり、開発が終わると姿を消す。この記憶想器は再開

発の 1つの標として存在し、街の変化点都市で起こる動きを感じ

る場へとなるだろう。

　敷地は渋谷ヒカリエと宮益坂の間にあり今後、道玄坂と

を繋ぐ遊歩道の計画予定地である。

　銀座線が地下へ潜る瞬間に位置し、強制換気が行われて

いるトンネルに対して自然換気の換気塔を設け、ビルの間

を縫うように網を巡らせた。

　地下鉄のリズムによって揺れ動く網はスケールの変化を

生み出し、都市のスケールから逃れられる居場所として確

立される。この網は自然繁栄の余地を残しながら、渋谷の

動きを可視化する記憶想器として存在するだろう。

　谷地が接続された未来では、日常動線上に存在する記憶

想器が谷地のコンテクストを再読させるだろう。

　都市空間において面的な陰を作り出す建物が多い中、

渋谷 109 前に存在するフレームは班的な陰を生み出して

いた。三叉路として渋谷を構成する上で必要な場所であ

るが、奥にある目的が強く人が立ち止まることはない。

　既存のフレームに対してカーテンレールを人の流れに

そって引き人々を誘い込む記憶想器として作り出す。　

　流動性を持ったカーテンは陰を受け止め、都市の動き

によって様々な変化を作り出す。

都市の中に現れた柔らかく流動性を持った記憶想器は渋

谷の新しいアイコンとして記憶へと変わるだろう。

　記憶想器とは、人々が抽象化した空間を読み解き、潜在的記憶を想

起させる建築であり、人々の記憶へと変わり想いを受け入れる可能性

を孕んだ器である。

　本提案では人々の記憶へと残る場所を生み出すと同時に都市の持つ

「らしさ」を渋谷おける現在的な動きと解釈し都市的に表現することで、

建築が文脈化している都市に対して都市の文脈を再認識させるように

記憶想器埋め込むことを試みる。

　今後の都市は記憶想器が断片を繋ぐように展開されるパズルのよう

な構造になることを期待する。

　SNSの発展で 1つの事象は写真 1枚で物語られるようになった。

それにより多角的な視点へと分解され、単一な景観形成により没場

所性が生じている。都市空間は断片的になっていると考えられる。

　渋谷ではこれが顕著に見られ、「らしさ」は失われているように

感じる。そこに存在する場所性は薄れ始め、都市の文脈を構成する

ものがそこの場所性から建築単体へと変化していると考える。

　現在の都市空間ではその都市が持っている「らしさ」（現在的に

動きのあるもの）を見直すことが必要になっているのではないだろ

うか？

　記憶に残る場所とはどういった場所なのだろうか？

日常的に経験する様々な空間体験において我々の中に

記憶として残っていく空間にはどういった共通項が存

在し、どういったものを覚えているのか。

　様々なものが存在しそれら主張し合うカオスとも言

える風景を作り出している渋谷では記憶に残る場所は

存在しているのだろうか？

　もし、記憶に残る空間の共通項を見出し、人々の記

憶へ残る空間を作れることは建築に携わる者として名

誉なことだろう。

　空間体験に纏わるリサーチを行った結果、人は無意識のう

ちに空間を抽象化していることを見出した。

　空間全体ではなく、部分的な記憶がそこに存在しているた

めに、全体性の把握をしていないことが分かる。これらは

SNS発展同様に空間体験の記憶も断片的なものになってい

ることを示しているだろう。

　リサーチから抽出された要素は、単体では機能せず、それ

らがどこにあるかの場所性が重要なトリガーになってい

ると考える。

　著書「記憶に残る場所」（1996）に基づき、

抽出された因子を主題 /構成に分類する。

その結果、技術の発展により以前では言語

化できなかったものが存在したために赤文

字で記す。

　リサーチから 31の主題と構成に分類し、それらを心象的

空間要素と定義し、これらを用いることが記憶へと残るうる

空間を作るために必要な構成要素になる。

　都市の動きを可視化するために場所と結びつけるように心

象空間構築要素を理念的に引用して記憶に残る空間を作り出

していく。

心象空間構築要素

軸は空間を横切り、いくつもの重要な地点を一つの場所に
引き延ばす。人の心の中に構築され自分の位置を定め建物
や空間との結び付きを助ける。

通路は実際に脚であゆみ固めてゆく所であり通路に沿って
起きる出来事は重要なものになる。彷徨い探検し選択し物事
を順序よく並べることができる。

垂直の方向と強調している。斜面は事象と緩やかに交わる。
計測することも頼ることもできる。

踊り場は舞台となり、離れた場所になり、楽に横切れる
ように水計測することも頼ることもできる。

境界が複雑な時には、明瞭なポケットで空間を包み込む
ことで選択し変化する機会が生まれる。

いく重にも重なる玉葱の皮のように建物の内側にも建物が
築か択し変化する機会が生まれる。

境界は内と外を分け、境界が簡素な時にはどこにいるか
把握できる。

窓や開口は内側からの眺めを縁取り不要なものは省き、
必要なもできる。

構造物の中で自分の居場所を把握する手助けをする。
上に存在する輪郭は視覚的に塞がれず、明快である。

屋根は建物の範囲と形を描写し、街の中で場所を定める手助け
をする。デザインの全体の過程に秩序をもたらす。

周辺の建物の屋根が居住する人の代理を果たし、
衆目を見渡すことで領域の中心を標しながら土地の権利を
主張する。

建物内部に宿る緑は秩序の中に突然現れたイレギュラーである。
それらは緊張感から我々を解放し人々の拠り所になりうる
存在である。

影は、亡霊であり、光の不在が作り出す像であり、
昼間に出没しそれは太陽の通貨を標す。
それは太陽の通貨を標す。

陰は光の軌跡の遮蔽ではなく光の不在である。
斑な陰のネットワークを作るパーゴラなどは、
厳格な秩序の統率が行われている場所にこそ発揮される。

時間により踊り変化する光は古典的な光とされ、
空間を擁護し空間の重要性を語る。

空間は膨張縮小し様々な活動を受け入れる。我々の大きさに
なることで落ち着きをもたらし、超越した大きさになると
壮大な感覚を与えてくる。

建物を作る躯体は隠れる存在であるが、その姿が陽の目を
浴びることで空間の厳格さが伝わる。躯体そのものが空間を
作ることは自由さと重さの二つを持ち合わせている。

壁は空間を断絶する。開口はそこに繋がりを生み出す。
透明性の壁の出現は空間の断絶と連続を両立し曖昧な内部
空間を作り出している。

記憶に残るように慎重に形が与えられ、意図してない活動を
了解する。適切でない感覚的現象による破壊から庇護され
なければならない。

境界を変え、隅の部分を膨張させて、視界の外に暗闇の中に、
あるいは光の中に部屋の内部の空間が逃げてゆける余地を
作り出す。

同じ組み合わせの用途に使われる同じ類の秩序の中で同じ
組み合わせの関係性が幾度も繰り返されてきたところに生じる。

反復する究極的には退屈な単純な秩序ではなく、私たちも
その内に暮らしている複雑に関係し合う秩序である。

確かな形は、私たちを結びつける様々な追想を携え、
文化の中に止められてきた。

装飾は、構築から生まれる声を明晰にして社会の中での地位
を示し、衆目に報いる。

庭園には絶え間なくエネルギーを与える必要があり、手入れ
を忘れると姿は消えてしまう。しかし、庭園から得られる楽
しみは貴重であり自然の世界の全てと結びつく感覚である。

生活の中で共有している水は並外れた特質を備えている。
水盤にとどまり光を映す水のありさまは果てしないものと
身近なものを結びつけている。

歴史の奥深さ、気分を浮き立たせてくれる存在、
循環する変化、煌めく光やディテールの数々は自然と協調し
同じ考えの仲間と協調し追求する価値になる。

外部の音を内部空間に入れることで、外での事象を内部でも
起こす。音はノイズでなく風景の一部として捉え直す。

内部が外部化することで境界を曖昧にしながら自然を取り込
む。外部と曖昧になった建物は、訪れる人に日常的経験を促
している

29. 誘う曲線 30. イメージを生む音響 31. 外部化する空間

21. 光の中に漏れ出す空間 22. 繰り返す類型

25. 受け継ぎ、変様し、符号となる装飾 26. 開化する庭園

23. 往来する秩序

24. 想い起こす形 27. とどまり続ける水

28. 動機となるイメージ

5. 離れる踊り場 6. 選択し変化するポケット

9. 縁どる開口 10. 中心となるキャノピー

13. 内に宿る緑 14. 出没する影

17. 変化するスケール 18. 表される躯体

7. 重なる壁

8. 統率する境界 11. 包囲する屋根

12. 見渡す標 15. 和らげる陰

16. 戯れる光 19. 映し出す壁

20. 定まる部屋

1. 到達する軸 2. 彷徨う通路 3. 計測する果樹園

4. 合流する斜面

曲率を持つ壁は訪れる人を奥へと誘い込む。屋根は内部空
間に落ち着きをもたらし、床は人々に滞留する場を与える

秩序正しく並ぶ木々、列柱、そして窓間壁は空間という場
の中にモジュールを標す。直立する物の間隔はひとつの尺
度となり計測することも頼ることもできる。

人の空間体験に纏わるリサーチから見えてきた

31の構築要素を理念的に引用しながら

断片的な場所と記憶の要素を組み合わせ

都市の動きを可視化する。

これらによって生み出せれる空間は記憶へと

上書き可能な価値あるものになるのではないか？

主題 /構成印象的建築 印象の因子を抽出

計測する果樹園

離れる踊り場

包囲する屋根

見渡す標

縁どる開口

統率する境界

戯れる光

変化するスケール

表される躯体

映し出す壁

到達する軸

彷徨う通路

整えるピラスター

上り休憩する階段

合流する斜面

選択し変化するポケット

重なる壁

前兆となるポータル

中心となるキャノピー

内に宿る緑

和らげる陰

出没する影

定める部屋

光の中に漏れ出す空間

繰り返す類型

往来する秩序

想い起こす形

受け継ぎ、変様し、符号となる装飾

開化する庭園

とどまり結びつける水

動機となるイメージ

誘う曲線

イメージを生む音響

外部化する空間
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鈴木大拙館

銀座プライス
さいたま芸術劇場

豊島美術館

法隆寺宝物館

法政大学大内山校舎

富士山世界遺産センター

富岡商工会議所

表参道ヒルズ

百段苑

八王子セミナーハウス

梼原雲の上の図書館

東本願寺
東大寺

東京都現代美術館

東京国際フォーラム

東京芸術劇場
東京駅

東京カテドラル

長野県立美術館本館

長野県立美術館東山魁夷館

MOA美術館

中銀カプセルタワービル
スタバ太宰府天満宮店

地中美術館
淡路夢舞台

太田市美術館図書館
金沢21世紀美術館
祖父母宅

国立西洋美術館
千鳥文化
千住博美術館

聖マリア被昇天大聖堂

成田山新勝寺 平和大塔

水の教会

新国立競技場

常泉寺

上野法隆寺宝物館

渋谷区役所
十和田市現代美術館

tette
資生堂アートハウス

光の教会

軽井沢　石の教会

GINZA SIX

金沢海みらい図書館
30セント・メリー・アクス
中之島美術館

紀尾井清堂
館林美術館

鶴岡ミュージアム
スカイハウス

ロームシアター京都
みるる

きぬ川館本館
壮銀タクト
ホキ美術館

ポーラ美術館
ボーナストラック

ヒルサイドテラス

バッキンガム宮殿

旭川駅

シュテファン大聖堂
シアトル公共図書館
サグラダファミリア
明石海峡大橋

落水壮
ぎふメディアコスモス

ミヤシタパーク

採風
ノイズの空間化

螺旋構造
広い通路

連続性
フレーム窓

壁柱による緩やかな境界性
吹き抜け
細い道
浮遊感
回遊性
大庇

空間の雑多性

棚田風景
ヒューマンスケール
ガラス曲面

光環境
動静

動線の不可視化
木造トラス
自然との調和

レベル差

外部との接続
急勾配
RCの自由さ
RCの冷酷さ

開口
アーチ構造

外部への光の漏れ出し
アシンメトリー
薄い構造
外部空間
音環境
壁柱のリズム
植栽

オーバースケール
無柱空間
水面

記憶の継承
木組の仕上げ
RCの斜め壁
曲線美
曲面屋根
空間の差別化
ガラス張り
空間の壮大さ

空間への自然環境転写
格子状の光

剥き出しの構造体
行動の誘発
陰影
時間体験
軸線の延長
重厚なテクスチャ
開放感
時代感
ドーム
照明計画
風景との同調

シンメトリー

周辺との対比
水面の凪
水面反射

スケールの強弱
静寂感
石造
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開発の標として

開発を見届ける

再開発前のスケール
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桜丘町再開発地区断面図 全体アイソメ図

櫓最上階から再開発を眺める

櫓から避難階段がはみ出すように転用される

柱には緑が巻きつき自然を繁栄させる

屋根へ登った感覚を得る 緑を受け入れ多様な居場所となる

人々が行き交う道に記憶想器が埋め込まれる

歩く場から人の溜まる場に

緑の茂る遊歩道へと変わる

揺れる網は人々の記憶に変わる

カーテンレール詳細図

街中に現れたカーテンは緩やかに都市を繋ぐ谷地を想起させる新たな標として

動線ダイアグラム

カーテンは広告塔としても機能する 多くの人が行き交いアイコンとして存在する

開発と同時に櫓が立ち上がり開発の
終わりと同時に姿を消す。
これは開発の標として存在する。


